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広報しあわせ No34
八代市人権問題啓発推進協議会 広報誌 第34号【令和3年（2021年）3月1日発行】

毎月11日は「人権を確かめあう日」です
家庭や地域、職場や学校で、身近な人権問題について、みなさんで話し合いましょう！

〇市

差
別
の
な
い

　
　
誰
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が
い
き
い
き
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ら
せ
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八
代
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代
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本
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
人
権
教
育
、
人

権
啓
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
る
中
、
不

安
や
偏
見
に
よ
り
、
感
染
さ
れ
た
方
々
や
そ
の
ご
家
族
等
へ
の
誹
謗
中

傷
や
い
じ
め
、
差
別
的
な
対
応
と
い
っ
た
人
権
侵
害
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
ず
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
思
い
や
り
と
感

謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
こ
の
難
局
を

と
も
に
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、｢

人
権
セ
ミ
ナ
ー
や

つ
し
ろ｣

を
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
新
し
い
生

活
様
式
に
対
応
し
な
が
ら
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
権
作
品
募
集
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
に
わ
た
り
臨
時

休
校
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
千
点
を
超
え
る
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
み
ん
な
で
人
権
を
尊
重
し

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
、
大
変
有
難
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
い
じ
め
や
差
別
の
な
い
明
る
い
八
代
市
に
な
る
よ
う
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2020年度テーマイラスト：「人権子ども集会・フェスティバル in やつしろ」
作成　部落差別をはじめすべての差別をなくす八代地域児童生徒実行委員会

部落差別をはじめすべての差別をなくす
「人権子ども集会・フェスティ

バル inやつしろ」
　本年度の「人権子ども集会・フェスティバ
ル in やつしろ」は、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、会場での開催は中止
となりましたが、各幼保育園・小中高等学校、
関係団体から人権の視点を取り入れた動画や
人権メッセージを募集し、それを取りまとめ
た「人権啓発動画」を作成することとなりま
した。

主催：部落差別をはじめすべての差別をなくす八代地域児童生徒　
 実行委員会
 八代地域人権教育のための推進会議
 八代教育委員会
 氷川町（組合）教育委員会
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人権セミナー
やつしろ

人権セミナー
やつしろ

八代市人権啓発センターからのお知らせ

　市民の皆さまに身近な人権問題について考えていただく機
会として、毎年「人権セミナーやつしろ」を開催しています。令
和2年度の人権セミナーでは、前年度受講者から要望があっ
た人権課題の中から、ハンセン病と人権、高齢者差別と人権に
ついて、市民への人権啓発の推進を図りました。本年度は、新
型ウイルス感染症防止のため、WEB講座として配信しました。

話してみませんか、あなたの不安や悩み
ご相談は、お気軽にお電話ください。
面談による相談も受け付けています。
相談時間：月～金　午前9時～午後5時
（土・日・祝日・年末年始は休みとなります）

●人権相談窓口　☎30-1710
差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関するご相談

●ヤングテレホンやつしろ　☎30-1700
子どもや若者の、学校や家庭・仕事、いじめや非行・不
登校・ひきこもり等に関するご相談
（保護者の方もお気軽にどうぞ）
E-mail：young-tel@city.yatsushiro.lg.jp

●八代市人権啓発センター（人権政策課）では、地域や
職場における研修・学習などに活用いただくため、人
権啓発ビデオ（ＤＶＤ）や各種資料の貸出・配布、講演会
等の開催を行っています。また、研修会や学習会で講
師派遣・紹介も行っています。ぜひご活用ください。

-----------------------------------------------------

○お問い合わせ　
八代市人権啓発センター（人権政策課）
開所日：月～金曜日〈土・日・祝日・
年末年始(12/29～1/3)は休みとなります〉
開所時間：午前8時30分～午後5時15分
〒869-4703　
八代市千丁町新牟田1502－1千丁支所３階
TEL 30-1711　　FAX 46-1950
E-mail：jinken@city.yatsushiro.lg.jp

相談窓口を開設しています

　新型コロナウイルスによる感染の恐れや不安
から感染した人やその家族を誹謗中傷するコロ
ナ差別が起き、重大な人権問題となっています。
　ハンセン病患者の方々は、長い間、強制隔離政
策の下に置かれ人間的な暮らしを奪われてきま
した。ハンセン病という感染症から、今、私たち
が学ぶべきことは何かを考えてみるセミナーで
す。

熊本学園大学名誉教授、
ハンセン病市民学会共同代表
　　　　　　　　　遠藤　隆久さん

配信期間　R2.12.14～R2.12.25

テーマ
テーマ

ハンセン病差別の歴史から学ぶ
新型コロナウイルス問題

第1回

　超高齢社会を迎えつつある今、高齢者をとり
まく様々な人権問題が大きな社会問題となって
います。
　「認知症高齢者の理解と人権」では、虐待や介
護の問題など高齢者をとりまく様々な人権問題
の中で、認知症高齢者の人権について学ぶセミ
ナーです。

介護老人保健施設 孔子の里
　　　　 松永　美根子さん

配信期間　～R3.3.26

認知症高齢者の理解と人権第2回

https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00313777/index.html

申込受付中
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日本では、近年、さまざまな差別に対する法律が施行
されています。　人権問題について、一緒に考え、
差別や偏見のない明るい社会を作りましょう。

　障害者差別解消法は、障がい者差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会をつくるこ
とを目的としており、国や地方公共団体などの行政機関と民間事業者に対して、「不当な差別的取扱いの禁止」
と「合理的配慮の提供」を義務付けています。　
　また、障がいのある人も含めた国民一人ひとりが、障がいを理由とする差別の解消の推進に努めて、差別や
偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは内閣府のホームページ　　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

　近年、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動が、いわゆるヘイトスピーチであるとして社会的関心
を集めています。こうした言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての尊厳を傷つけたり，差
別意識を生じさせることになりかねません。
 　外国人の方々と交流する機会は今後ますます増加することが予想されます。民族や国籍等の違いを超え、互
いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。
　詳しくは法務省のホームページ　　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html

　この法律は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものであると
の理念にのっとり、部落差別の解消を推進し、部落差別のない社会の実現を目的としています。
　残念ながら、今なお、こうした人々に対する差別発言、差別待遇等の事案のほか、インターネット上で差別を
助長するような内容の書込みがなされるといった事案などが発生しています。
　部落差別についての誤った知識や偏見は、差別意識を助長する原因になります。
　私たち一人ひとりが力を合わせて、差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは法務省ホームページ内の資料　　http://www.moj.go.jp/content/001236563.pdf

　この法律は、北海道の先住民族であるアイヌの人々が民族としての誇りを持って生活し、全ての国民が相互
に人格と個性を尊重し合いながら共生することを目的としています。
　国内でも先住民族がいることを理解し、お互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。　　　

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に
向けた取組の推進に関する法律

部落差別の解消の推進に関する法律

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための
施策の推進に関する法律
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書道の部書道の部

八代支援学校2年
　ほんだ　　　　はる

本田　晴

麦島小学校2年
　 すずき　  　　はるか

鈴木　遥

代陽小学校1年
むらやま　　　　あいな

村山　愛奈 鏡第二保育園
　　ふじもと　　　　りの　　　

藤本　莉希

太田郷小学校1年
さわだ　　　　　めい 

澤田　明依

松高小学校5年
   あべまつ             　せりな

安倍松　芹奈 麦島小学校2年
すえとみ　　　　やまと 

末富　大翔

太田郷小学校4年
ふちかわ        　   まお  

渕川　茉桜

松高小学校5年
あきの　　　　　　　　　　

秋野　ひなた

鏡中学校1年
ひらかみ　　　　　まなか　

平上　真菜佳 代陽小学校5年
なかやま　　　　ゆうと  

中山　結人

松高小学校6年
　ゆの　　　　　ここね

湯野　心音

泉中学校2年
　さとう　　　   あきつぐ  

佐藤　諒知

八代清流高等学校2年
しまだ　　　　　りの

島田　璃乃 第一中学校2年
　ほりばた　　　 さえ 

堀端　冴

八代清流高等学校1年
まつもと　　　　ななみ

松本　七海
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よ
し
な
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や
す
は
る
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１
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２
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が
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う
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３
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樹
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く
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あ
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島
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校
３
年　

福
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彩
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か
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島
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３
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夏
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４
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沙
知

た
ば
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こ
こ
な   

高
田
小
学
校
４
年　

田
畑　

心
那

な
か
に
し        　

り
ょ
う
た  

鏡
小
学
校
５
年　

中
西　

遼
太

か
ね
こ            　

ゆ
い
な  

松
高
小
学
校
６
年　

金
子　

結
菜

な
か
む
ら          　

ゆ
か    

太
田
郷
小
学
校
６
年　

中
村　

友
香

か
わ
せ　

                       

鏡
中
学
校
１
年　

河
瀬
よ
つ
ば

は
ら        　

き
よ
り   

第
四
中
学
校
１
年　

原　

清
莉

に
し
は
ま     　

き
ず
な

第
二
中
学
校
２
年　

西
濵　

絆

お
く
だ             　

な
お    

鏡
中
学
校
３
年　

奥
田　

菜
央

む
ら
ざ
き        　

く
れ
あ    

鏡
中
学
校
３
年　

村
﨑　

紅
彩

し
い
や
ま         　

こ
は
る   

第
五
中
学
校
３
年　

椎
山　

心
晴

い
な
づ
か        　

け
い

第
一
中
学
校
３
年　

稲
塚　

馨

あ
り
ま          　

れ
い
か   

八
代
高
等
学
校
２
年　

有
馬　

伶
海
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八代支援学校
中学２年のみなさん

八代支援学校
小学部３年のみなさん

千丁小学校1年　

樋
ひ ぐ ち

口 陽
ひ な こ

菜子

宮地小学校2年

西
に し お か

岡 純
す み れ

伶

八代支援学校
小学部１年のみなさん

麦島幼稚園

竹
た け ぐ ち

口 真
ま な

奈

太田郷小学校1年

高
た か や ま

山　あさひ

宮地小学校2年

辻
つ じ の

野　すずな

八代支援学校
小学部１組・２組のみなさん

八代小学校5年

島
し ま だ

田 航
わたる

宮地小学校2年

田
た ぐ ち

口 凛
り ん

植柳小学校1年

富
と み た

田 敦
あ つ し

士

松
高
小
学
校
４
年

丸ま
る
や
ま山

小さ

ゆ

り

百
合

松
高
小
学
校
４
年

三み

う

ら浦

由ゆ

づ

さ

月
彩
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●
小
学
一
年
生

お
と
も
だ
ち

　

こ
ま
っ
て
い
る
ひ
と　

い
な
い
か
な

鏡
小
学
校

谷た
に
が
わ川

陽は

る

と斗

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」「
て
つ
だ
う
よ
。」

「
か
し
て
あ
げ
る
。」　

　

い
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
き
も
ち
に
な
る

二
見
小
学
校

瀧た
き
も
と本

杏あ

ん

り莉

み
ん
な　

げ
ん
き
が　

　
　
　
　

い
ち
ば
ん　

い
い　

八
代
小
学
校

中な
か
む
ら村

心み

は

る陽

●
小
学
二
年
生

あ
り
が
と
う
は　

　

人
を
つ
な
げ
る　

ま
ほ
う
の
こ
と
ば

龍
峯
小
学
校　

中な

か

い居

愛ま

な菜

ど
う
し
た
の

　

い
つ
も
の
え
が
お
と　

ち
が
う
き
み

植
柳
小
学
校

江え

が

わ川

博ひ

ろ

き季

な
か
よ
し
で

　

き
ょ
う
も
に
こ
に
こ　

え
が
お
の
わ

植
柳
小
学
校

長な

が

お尾

知と

も

や哉

●
小
学
三
年
生

あ
り
が
と
う

　

心
に
の
こ
る　

う
れ
し
い
言
葉

高
田
小
学
校

武た

け

べ部

栞か

こ己

み
な
い
ふ
り

　

だ
め
だ
よ　

友
だ
ち
だ
か
ら

高
田
小
学
校

一い

ち

の野

綾あ

や

ね音

●
小
学
四
年
生

「
あ
り
が
と
う
」
と
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

　

言
え
た
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル　

太
田
郷
小
学
校

末す
え
よ
し𠮷𠮷

夏な

つ

き玖

ぜ
っ
た
い
に

　

ま
も
っ
て
あ
げ
る　

君
の
事

龍
峯
小
学
校

坂さ

か

い井

結ゆ

い

か香

人
と
人

　

た
が
い
の
気
持
ち　

思
い
や
る　
　

日
奈
久
小
学
校

猪い

は

ら原

和わ

か

な

佳
奈

●
小
学
五
年
生

言
葉
は
ね

　

水
の
よ
う
に
は　

流
せ
な
い

鏡
小
学
校

田た

が

わ

ち

河
内　

の
の
か

人
と
人

　

命
の
価
値
は　

変
わ
ら
な
い

松
高
小
学
校

島し
ま
ま
つ松

暖は

る

か佳

い
じ
め
ダ
メ

　

心
の
キ
ズ
は　

な
お
ら
な
い

松
高
小
学
校

中な

か

た田

愛あ

い

な菜

●
小
学
六
年
生

思
い
や
る

　

言
葉
一
つ
で　

笑
顔
咲
く

太
田
郷
小
学
校

宮み
や
が
わ川
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う

た大

コ
ロ
ナ
渦
も

忘
れ
た
く
な
い　

思
い
や
り

日
奈
久
小
学
校

西に
し
や
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で
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の
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相
手
は
ほ
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て
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松
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イ
ん
だ
よ

　

キ
ミ
は
キ
ミ
で　

イ
イ
ん
だ
よ　

二
見
中
学
校

山や
ま
さ
き﨑

大ひ
ろ
ひ
と仁

悩
ま
ず
に

　

だ
れ
か
に
言
お
う　

そ
の
気
持
ち

二
見
中
学
校

羽は

た

の

多
野

友ゆ
う
す
け介

そ
の
言
葉

　

言
っ
て
い
い
の
？　

本
当
に

第
八
中
学
校

小こ

た

き瀧

花か

の

ん音

●
中
学
二
年
生

大
丈
夫

　

人
と
違
う
の　

普
通
だ
よ

千
丁
中
学
校

大お
お
ま
つ松

慧え

み水

認
め
合
お
う

　

み
ん
な
の
個
性　

大
切
に

第
五
中
学
校

福ふ
く
お
か岡

胡こ

だ

ま碧

や
め
ま
せ
ん
か

　

明
日
は
自
分
か
も
し
れ
な
い

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
で
の
誹
謗
中
傷

東
陽
中
学
校

加か

と

う藤

綾あ

や

か佳

●
中
学
三
年
生

や
め
な
っ
せ

　

私
も
ゆ
う
き　

だ
そ
う
か
な

鏡
中
学
校

中な
か
が
わ川

莉り

お

な

央
捺

気
付
こ
う
よ

　
　
　

相
手
の
気
持
ち
と　

S
O
S

東
陽
中
学
校

樋ひ

ぐ

ち口

果か

り

ん凛

み
つ
け
よ
う

　

そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う　

い
い
と
こ
ろ

第
二
中
学
校

谷た
に
も
と本

咲さ

や優

●
高
等
学
校

救
わ
れ
た

　

あ
な
た
の
勇
気
と　

行
動
で

八
代
清
流
高
等
学
校

斉さ

い

き木

翔し
ょ
う
た汰

や
め
よ
う
よ

　

見
て
見
ぬ
ふ
り
と　

知
ら
ん
ふ
り

八
代
清
流
高
等
学
校

村む
ら
も
と本

尊た
か
ま
さ正

助
け
て
と　

言
葉
で
一
歩　

踏
み
だ
そ
う

八
代
清
流
高
等
学
校

山や
ま
も
と元

未み

ら

い来

標
語
・
俳
句
の
部
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八代小学校６年

村
む ら も と

本 怜
れ い ら

来

第二中学校３年

岩
い わ や ま

山 沙
さ や

耶

鏡中学校１年

満
み つ い

井 美
み り あ

璃愛
八千把小学校６年

淀
よ ど が わ

川 和
ち か

第二中学校３年

渡
わ た な べ

辺 琉
る な

那
鏡中学校２年

宮
み や ざ き

﨑 理
り お

央
鏡中学校３年

谷
た に ぐ ち

口 友
ゆ う や

哉

鏡中学校２年

榎
え の き だ

田 桃
も も こ

子

八代小学校６年

大
お お は し

橋 奈
な お

旺

鏡中学校１年

崎
さ き は ら

原　みづき
二見中学校２年

山
や ま さ き

﨑 渉
あゆむ

鏡中学校１年

小
こ ば や し

林 遼
は る か

夏

八代小学校５年

村
む ら た

田 悠
ゆ う ご

悟
八代小学校５年

古
ふ る か わ

川 櫻
さ く ら こ

子
八代小学校４年

古
こ が さ こ

閑迫 凛
り ん


